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　患者背景（表１）は、男性 25 例、女性 14 例
で、年齢は 52 歳から 94 歳（79.6 ± 9.4 歳、平
均±標準偏差）であった。AT 群 17 例、NAT
群 22 例であった。易転倒性（＋）群 26 例、易
転倒性（－）群 13 例であった。AT 群の服薬
内容は、抗凝固薬 13 例、抗血小板薬 10 例、両
者併用６例であった。年齢は AT 群 79.6 ± 7.5
歳、NAT 群 76.2 ± 11 歳で有意差を認めなかっ
た。性別は AT 群で男性 12 例（71％）、女性






年齢（歳） 79.6±7.5 76.2 ± 11 0.1549
男／女 12/5 13/9 0.6610
易転倒性（＋／－） 13/4 13/9 0.5325
受傷機転外傷性クモ膜下出血　（例） ４ ２ 　
脳挫傷　（例） ３ ０
急性硬膜下出血　（例） ３ ７





　 GCSscore 14 ±１ 13±２ 0.0070



























たため、AT 群 14 例と NAT 群 10 例の比較に





生存退院 14 例（82％）、NAT 群で各々１例
（５％）、21 例（95％）であり、統計学的有意














































法に関するガイドライン 2009 年” には、投薬
困難あるいは投薬を控える要件の記載が無く、
循環器領域の代表的な米国雑誌の” 最近の抗血
































が NAT 群で 10 例中４例に認めたのに対して、
AT 群では 14 例中１例も認められなかった。
頭蓋内出血発症後の血腫増大リスクに抗血栓療
図２　抗血栓薬内服の有無による転機への影響
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